
１．適用工種

３tの六脚ブロックをN＝５０６個、乱積みにて水

中部に L＝８０．０m、W＝８．０m、H＝２．７９mを布設す

る工事である。

２．問題点

当現場の根固めブロックはドライ施工ではなく、

渇水期での水中施工の為、出来形測定を行うに当っ

てボート（渇水期施工の為、一部根固めブロック布

設箇所が浅くなり、船外機付の舟が使用できず）を

使用しての巻尺での測定となる。しかし、巻尺での

測定では写真管理での出来形写真が上手く撮る事が

出来ない（写真では目盛等が判別できないため）。

また、ボート等で測定箇所まで行き、幅・高さの

測定を行うのですが、幅の管理は巻尺等でも出来る

のですが、高さの管理が丁張等による測り下げがで

きず、直接測定となってしまう。川は流れが速く、

岸より約１１m離れる為に、親綱を張る事が困難で

あり、現地に止まる事が出来ず、河川への転落等の

事故発生が懸念された。

３．工夫・改善点

�１ 写真管理の見易さの工夫

１５mのH鋼（３００×３００）に長さ１５m幅１５㎝の

リボンテープを岸側に０がくるように貼付け、そ

れをクローラクレーンにて吊上げ測定位置に移動

し、予めH鋼に取り付けておいたロープにてH

鋼の向きを調整する。

H鋼をつたってボートにて測定箇所の位置まで

行き、紅白ポールをH鋼に取付け、出来形測定

箇所の起終点の明示を行う。H鋼を水平に設置し、

その高さをレベルにて検測し、H鋼を丁張りと考

え、そこから根固めブロックまでの距離を測定す

る。

そしてH鋼の高さからその値を引くことによ

り根固めブロックの高さと幅の出来形を撮影した

（写真―１、２）。

�２ 安全性の確保

ボートを使用しての出来形検測は同じであるが、

親綱の代わりにH鋼をつたって測定箇所まで行

けるようになり、H鋼に安全帯を取付ける事によ

り、安全性の向上を図った。また、H鋼にボート

を固定する事ができ、不安定さの減少を図った。
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４．効果

写真で出来形の確認ができるため、施主の検査の

際に説明がしやすく、施主も確認しやすくなる。

また、H鋼を親綱代わりとして利用できるため、

川への転落等が少なくなり安全性が向上する。

５．採用時の留意点

H鋼を使用しそれを吊る為、それなりの性能を有

したクレーンとH鋼を用意する必要がある。その

ため経費が多く掛かってしまう点に留意する。

検測を行うに当ってH鋼の向きを調整する

ため上下流に、写真１人、クレーンのオペレータ１

人、ゴムボートに１人、一人ずつ最低５人の人員が

必要となる。
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